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1億４千万円増（前年比1,6％増）

入ってくるお金 ●新規・継続事業

○岬小学校給食開設事業（担当・教育委員会）１１７２万円

岬小学校給食開始のための配送車等の整備

○複合施設整備基金積立金（担当・総務課） ３億円

複合施設建設のための貯金

○鮮魚荷受けタンク設置補助（担当・産業振興課） 672万円

えりも漁協への鮮魚荷受けタンク設置補助金

○公用車購入金（担当・総務課） 289万円

○ふれ愛館運営（担当・産業振興課） 634万円

旧目黒小・中学校を改修した「ふれ愛館」の維持運営経費

○地域おこし協力隊の派遣（産業振興課） 267万円

地域おこし協力隊隊員の給与等

●主な事業

歳入合計４９億２千万円
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＜3＞

平成29年度えりも町予算承認

出ていくお金
会計区分 予算額 前年比

一般会計 4,920,000 140,000

国民健康保険特別会計 1,291,000 35,000

簡易水道特別会計 128,000 5,000

診療所特別会計 358,000 1,000

下水道特別会計 183,000 ▲11,000

介護保険特別会計 374,000 8,000

後期高齢者特別会計 60,000 3,000

総 計 7,314,000 181,000

予
算
特
別
委
員
会
を
終
え
て

予
算
特
別
委
員
会
委
員
長

大
坂
庄
吉

平
成
29
年
の
酉
年
は
運
気
を
取
り
込
み
商
売
繁
盛
、
み
の

り
の
年
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
新
た
な
飛
躍
に
向
け
て
、
え
り

も
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
見
据
え
な
が
ら
、
岩
本

町
政
最
後
の
予
算
編
成
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

定
例
会
開
会
中
に
お
き
ま
し
て
、
予
算
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
私
が
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
を
付
託

さ
れ
ま
し
た
案
件
は
「
一
般
会
計
」
及
び
「
６
特
別
会
計
」

の
歳
入
・
歳
出
予
算
案
の
件
で
す
。

米
大
統
領
に
就
任
し
た
ト
ラ
ン
プ
氏
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
を
決

め
た
こ
と
で
、
日
本
に
と
っ
て
は
新
た
な
交
渉
を
求
め
る
状

況
に
お
い
て
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
政
策
に
移
行
す
る
か
不

安
に
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

管
内
景
況
は
引
き
続
き
鈍
い
動
き
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
厳
し
い
財
源
の
中
で
、
地
方
自
治

体
は
政
府
と
連
携
し
つ
つ
、
依
存
度
の
高
い
地
方
交
付
税
が

主
な
財
源
を
し
め
て
お
り
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

も
大
き
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

予
算
の
審
査
を
通
し
ま
し
て
、
数
々
の
ご
意
見
や
ご
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
事
を
十
分
に
踏
ま
え
て
い
た
だ
き
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
今
後
町
政
に
反
映
し
て
い

く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
審
議
中
に
は
委
員
並
び
に
理
事
者
、

説
明
員
に
は
熱
心
な
審
査
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民
が
未
来
に
希
望
を
も
ち
、

安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
皆
さ
ん
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

橋梁長寿命化等事業

1500万円

歳出合計４９億２千万円
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問

鈴
木
議
員

ド
ク
ダ
ミ
は
、
細
菌
を

寄
せ
付
け
な
い
薬
効
が
あ

る
と
し
て
、
江
戸
時
代
の

儒
学
者
「
貝
原
益
軒
」
が

『
10
種
の
薬
の
能
あ
り
』

と
し
て
『
十
薬
』
と
名
付

け
ら
れ
て
い
る
。

町
民

の
中
に
は
あ
ち
こ
ち
に
栽

培
し
て
煎
じ
て
飲
ん
で
い

る
人
も
い
る
。

え
り
も
町
の
広
大
な
土

地
に
は
、
「
薬
の
里
」
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
目
黒
地
区

に
は
多
く
の
薬
草
が
自
生

し
て
い
る
。

ま
た
、
豊
似
湖
周
辺
で

は
苔
の
種
類
も
豊
富
で
あ

る
。将

来
の
若
い
人
た
ち
へ

の
働
く
場
所
と
し
て
、
第

３
セ
ク
タ
ー
と
し
て
開
発

振
興
す
る
考
え
は
な
い
か
？

答

産
業
振
興
課
長

ド
ク
ダ
ミ
は
、
や
や
日

陰
の
湿
っ
た
場
所
を
好
む

多
年
草
で
、
市
街
地
周
辺

の
空
き
地
や
道
端
か
ら
野

山
な
ど
日
本
全
国
わ
り
と

ど
こ
に
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
日
本
薬
局
方
に

も
収
録
さ
れ
る
十
薬
だ
が
、

煎
じ
薬
と
し
て
利
尿
作
用

や
動
脈
硬
化
の
予
防
に
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ド
ク
ダ
ミ
栽
培
は
、
生

育
期
間
の
長
い
温
暖
な
地

域
が
有
利
と
さ
れ
、
九
州

か
ら
関
東
を
中
心
に
、
健

康
飲
料
の
原
料
と
し
て
栽

培
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
他
地
域
か
ら
人

為
的
に
導
入
さ
れ
た
種
が

地
域
固
有
の
生
態
系
に
影

響
を
与
え
る
外
来
種
が
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
ド
ク

ダ
ミ
に
は
、
生
態
系
等
へ

の
影
響
が
報
告
又
は
懸
念

さ
れ
て
い
る
外
来
種
と
い

う
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
え
り

も
町
の
生
態
系
に
影
響
を

与
え
る
可
能
性
も
あ
り
、

温
暖
な
地
域
が
適
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
か
ら
町
内

で
の
栽
培
に
は
適
さ
な
い

と
考
え
る
。
ま
た
、
農
業

者
を
は
じ
め
農
協
等
か
ら

も
薬
草
栽
培
に
つ
い
て
の

希
望
や
要
望
等
が
無
く
、

現
時
点
で
は
、
第
三
セ
ク

タ
ー
に
お
い
て
薬
草
栽
培

の
開
発
・
振
興
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。

豊
似
湖
の
コ
ケ
に
つ
い

て
は
、
豊
似
湖
周
辺
の
環

境
調
査
の
一
環
と
し
て
、

郷
土
資
料
館
に
お
い
て
昨

年
の
９
月
と
11
月
に
調
査

を
実
施
し
、
32
科
１
０
３

種
が
確
認
さ
れ
た
。

豊
似
湖
周
辺
で
は
、
ナ

キ
ウ
サ
ギ
の
生
息
地
で
あ

る
岩
場
な
ど
広
く
コ
ケ
に

覆
わ
れ
て
お
り
、
コ
ケ
が

豊
似
湖
の
重
要
な
景
観
要

素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
次
年
度
以
降
も
郷
土

資
料
館
で
は
調
査
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
豊
似
湖
周
辺
は

国
定
公
園
に
も
指
定
さ
れ

て
お
り
、
観
光
利
用
の
面

で
も
景
観
上
貴
重
な
資
源

と
考
え
、
コ
ケ
を
採
取
す

る
こ
と
な
く
現
状
の
自
然

を
維
持
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ２１・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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鈴木勇高議員

ドクダミの試験栽培を

えりも町の自然環境では難しい

ドクダミの花

一般質問は、議員にとって、住
民から重大な関心と期待を持たれる
大事な議員活動の場です。町政全般
にわたって執行機関に疑問点をただ
し、所信の表明を求め、議員自らの
政策提言を行い政治姿勢を明らかに
するものです。

問

鈴
木
議
員
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あ
り
』

と
し
て
『
十
薬
』
と
名
付

け
ら
れ
て
い
る
。

町
民

の
中
に
は
あ
ち
こ
ち
に
栽

培
し
て
煎
じ
て
飲
ん
で
い

る
人
も
い
る
。

え
り
も
町
の
広
大
な
土

地
に
は
、
「
薬
の
里
」
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
目
黒
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湖
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さ
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。

近
年
、
他
地
域
か
ら
人

為
的
に
導
入
さ
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又
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懸
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。
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議会改革の一環で、平成２４年度から始まった「議員と語る会」。今回で

５回目を迎え、４月１１日から１８日まで３班編成で全地区をまわり、町

民の方々の意見を膝を交えながらお伺いしてきました。

◎えりも岬小学校の教員住宅の建て替え

をしてほしい。

◎町道の維持補修を強化して欲しい。

◎複合施設の整備設計にあたっては、

十分な協議をお願いしたい。

◎高校二間口の存続のためにこれから

の対策を考えるべきではないのか。

◎歌別地区

◎えりも岬地区

◎年度をまたいだ新築工事等に対する

補助金は認められないとのことだが、

見直してほしい。

◎複合施設建設の進捗状況を説明して

ほしい。

◎ふるさと納税寄付金の返礼品の割合

を3割とする国の方針に対するえりも

町の対応はどのようにしていくのか。

◎様似町からのごみ受け入れに対する

詳細を説明してほしい。

◎西えりも地区 ◎笛舞地区

◎災害時における簡易トイレの設置をして

ほしい。

◎えりも高校の町内から通う生徒へ交通費

助成を考えてほしい。

◎中学校の教室、イスの整備をしてほしい。

西えりも地区の様子

◎診療所駐車場が強風で危ないので、対応

策を考えてほしい。

◎空き家対策をするべきと思うが。

◎生活保護受給要件はどうなっているのか。

◎人口減少を止めるために積極的な対策を

するべきではないのか。

◎本町地区
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議員と語る会
これからのえりもを考える

今回で、５回目を迎えた「議員と語る会」まだまだ物足りないと思われている事と感

じています。これからも試行錯誤を重ねて、きたんのないご意見をいただき充実した内

容を目指していきますので、来年も皆様のご参加をお待ちしています。

◎東洋地区

目黒地区の様子

◎目黒地区

◎複合施設建設の内容と進捗状況の説

明をしてほしい。

◎森と湖の里ふれ愛館を起点とした豊

似湖観光の充実を。

◎人口減少抑制のための移住対策の検

討をしてはどうか。

◎漁業新規従事者に対する支援。

◎子や親の交流の場ともなる児童遊園

地の整備。

◎商店街空き店舗の利活用。

◎豊似湖へ向かう道路が、でこぼこで

危険であるため早急に整備を。

◎台風による流木の早期撤去を。

◎荒磯地区護岸整備完了とのことだが、

越波で危険であるため再整備を。

◎境浜地区の海岸侵食による通行止の

危険あり。早急な整備を。

◎目黒～音調津間の雨量80m/m通行

止の早期見直し。

(トンネル工事が完成し、土砂崩れ

の危険性が減少しているにもかかわら

ず、規制が緩和されない理由と今後の

見通しの説明。)

越波被害の危険が残る

荒磯地区
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
支
援
係

山
田
拓
身
さ
ん
（
22
）

Ｑ

出
身
や
家
族
構
成
な
ど
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

北
海
道
の
上
川
郡
美
瑛
町

の
出
身
で
、
姉
、
自
分
、
弟
の

３
兄
弟
で
す
。
北
海
道
医
療
大

学
で
、
臨
床
福
祉
学
を
学
ん
で

い
ま
し
た
。

Ｑ

社
会
福
祉
士
と
い
う
職
業

を
選
ん
だ
理
由
は
？

Ａ

地
域
な
ど
で
、
広
く
人
と

関
わ
る
仕
事
が
で
き
た
ら
と
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ

趣
味
と
好
き
な
食
べ
物
は
？

Ａ

読
書
。
小
説
な
ど
を
読
む

こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
好
き
な

食
べ
物
は
パ
ン
、
す
き
焼
き
、

お
に
ぎ
り
で
す
。

Ｑ

え
り
も
町
に
来
て
こ
れ
か

ら
挑
戦
し
た
い
こ
と
は
？

Ａ

山
育
ち
で
釣
り
の
経
験
も

な
い
の
で
、
海
釣
り
を
や
っ
て

み
た
い
で
す
ね
♪
登
山
に
も
挑

戦
し
た
い
で
す
。

Ｑ

え
り
も
町
に
き
て
ま
だ
日

が
浅
い
の
で
す
が
印
象
は
？

Ａ

や
っ
ぱ
り
風
が
強
い
（
笑
）

そ
れ
が
、
第
一
印
象
で
す
。
私

の
地
元
の
美
瑛
と
比
べ
て
、
天

気
の
良
い
日
が
多
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

Ｑ

勤
務
す
る
に
あ
た
り
気
を

つ
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ

人
と
関
わ
る
機
会
が
多
い
の

で
、
会
話
を
す
る
時
の
聞
く

姿
勢
に
は
と
て
も
気
を
付
け

て
い
ま
す
。

◎
オ
ス
ス
メ
の
小
説

・
恩
田

陸

「
夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

「
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
」

・
村
田
紗
耶
香

「
コ
ン
ビ
ニ
人
間
」

・
天
童
荒
太

「
包
帯
ク
ラ
ブ
」

・
伊
坂
幸
太
郎

「
砂
漠
」

・
三
浦
綾
子

「
積
み
木
の
箱
」

編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
今
、

外
で
は
雪
が
降
っ
て
い
ま
す
。

季
節
外
れ
の
雪
な
ど
ま
だ
寒
い

時
期
が
続
き
ま
す
が
、
『
春
眠
、

暁
（
あ
か
つ
き
）
を
覚
え
ず
』

の
故
事
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

朝
目
覚
め
る
と
外
は
す
っ
か
り

明
る
く
な
っ
て
お
り
、
春
の
訪

れ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。え

り
も
の
春
と
い
え
ば
、
ま

つ
も
・
ふ
の
り
・
う
に
漁
が
最

盛
期
を
迎
え
ま
す
。
春
の
潮
ま

わ
り
を
利
用
し
て
、
磯
場
は
賑

わ
い
、
え
り
も
の
春
の
風
物
詩

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

毎
日
忙
し
い
日
々
が
続
き
ま

す
が
、
た
ま
に
は
ち
ょ
っ
と
立

ち
止
ま
っ
て
、
春
の
え
り
も
を

目
で
、
口
で
、
肌
で
、
匂
い
で

「
え
り
も
の
風
情
」
を
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
？
（
近
）
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広
報
広
聴
常
任

委
員
会
委
員

委
員
長

高
松

亮
裕

副
委
員
長

大
坂

庄
吉

委
員

川
村

一
治

石
川

昭
彦

今
回
の
「
こ
の
人
に
聞
く
」
は
、
今
年
度
４
月
か
ら
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
介
護
支
援
係
と
し
て
採
用
さ
れ
た
山
田
拓
身
さ

ん
に
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。
え
り
も
町
に
き
た
ば
か
り
で
す

が
、
「
え
り
も
町
民
」
ほ
や
ほ
や
の
山
田
君
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
（
取
材
・
川
）

２月８日
「日高の森林づくりを

広げる集い」

３月１日
えりも高等学校卒業

証書授与式

３月６日
第６回定例会

全員協議会

３月１６日

３月１７日

第６回定例会

予算特別委員会

広報広聴常任委員会

３月２４日
日高東部消防組合議会

日高東部衛生組合議会

３月３１日
全員協議会

広報広聴常任委員会

４月１０日 えりも高等学校入学式

４月１１日～

４月１８日
「議員と語る会」

４月１９日 広報広聴常任委員会

議会の動き

役場庁舎内での

事務仕事の様子

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
支
援
係

山
田
拓
身
さ
ん
（
22
）

Ｑ

出
身
や
家
族
構
成
な
ど
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

北
海
道
の
上
川
郡
美
瑛
町

の
出
身
で
、
姉
、
自
分
、
弟
の

３
兄
弟
で
す
。
北
海
道
医
療
大

学
で
、
臨
床
福
祉
学
を
学
ん
で

い
ま
し
た
。

Ｑ

社
会
福
祉
士
と
い
う
職
業

を
選
ん
だ
理
由
は
？

Ａ

地
域
な
ど
で
、
広
く
人
と
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す
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？
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説
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ね
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す
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釣
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経
験
も

な
い
の
で
、
海
釣
り
を
や
っ
て

み
た
い
で
す
ね
♪
登
山
に
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も
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日

が
浅
い
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が
印
象
は
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や
っ
ぱ
り
風
が
強
い
（
笑
）

そ
れ
が
、
第
一
印
象
で
す
。
私

の
地
元
の
美
瑛
と
比
べ
て
、
天

気
の
良
い
日
が
多
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

Ｑ

勤
務
す
る
に
あ
た
り
気
を

つ
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ

人
と
関
わ
る
機
会
が
多
い
の

で
、
会
話
を
す
る
時
の
聞
く

姿
勢
に
は
と
て
も
気
を
付
け

て
い
ま
す
。

◎
オ
ス
ス
メ
の
小
説

・
恩
田

陸

「
夜
の
ピ
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ッ
ク
」

「
ネ
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ー
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ン
ド
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・
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耶
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間
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ブ
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「
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の
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」
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書
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感
じ
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迎
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潮
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。
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を
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感
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